
（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

﹇
略
﹈

第
二
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
で

使
用
す
る
用
語
は
、
情
報
通
信
技
術
活
用
法
及
び

外
国
為
替
法
令
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
で

使
用
す
る
用
語
は
、
情
報
通
信
技
術
利
用
法
及
び

外
国
為
替
法
令
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
申
請
等
の
指
定
）

（
申
請
等
の
指
定
）

第
三
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
情
報
通
信
技
術
活

用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
又
は
準
じ

て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
申
請
等
は
、
別
表
中
欄
に
掲
げ
る

法
令
の
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
基
づ
く
申
請

等
と
す
る
。

第
三
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
情
報
通
信
技
術
利

用
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
又
は
準
じ

て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
申
請
等
は
、
別
表
中
欄
に
掲
げ
る

法
令
の
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
基
づ
く
申
請

等
と
す
る
。

（
申
請
等
に
お
い
て
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に

す
る
措
置
）

（
申
請
等
に
お
い
て
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に

す
る
措
置
）

第
七
条

別
表
中
欄
に
掲
げ
る
法
令
の
同
表
下
欄
に

掲
げ
る
規
定
に
基
づ
く
申
請
等
に
お
い
て
記
載
す

べ
き
事
項
と
さ
れ
た
署
名
等
に
代
わ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
四
項

に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
四

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
識
別
符
号

及
び
暗
証
符
号
を
日
本
銀
行
の
使
用
に
係
る
電
子

計
算
機
と
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
通
信
で
き
る

機
能
を
備
え
た
電
子
計
算
機
か
ら
入
力
す
る
こ
と

を
い
う
。

第
七
条

別
表
中
欄
に
掲
げ
る
法
令
の
同
表
下
欄
に

掲
げ
る
規
定
に
基
づ
く
申
請
等
に
お
い
て
記
載
す

べ
き
事
項
と
さ
れ
た
署
名
等
に
代
わ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
四
項

に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
四

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
識
別
符
号

及
び
暗
証
符
号
を
日
本
銀
行
の
使
用
に
係
る
電
子

計
算
機
と
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
通
信
で
き
る

機
能
を
備
え
た
電
子
計
算
機
か
ら
入
力
す
る
こ
と

を
い
う
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の

簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

省

令

改

正

後

改

正

前

（
防
火
対
象
物
の
点
検
及
び
報
告
）

（
防
火
対
象
物
の
点
検
及
び
報
告
）

第
四
条
の
二
の
四

﹇
略
﹈

第
四
条
の
二
の
四

﹇
同
上
﹈

２

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
防
火
対
象
物
の

管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
は
、
前
項
の
規

定
に
よ
り
点
検
を
行
っ
た
結
果
を
防
火
管
理
維
持

台
帳
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
編
冊
し
た
も

の
を
い
う
。）に
記
録
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
防
火
対
象
物
の

管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
は
、
前
項
の
規

定
に
よ
り
点
検
を
行
つ
た
結
果
を
防
火
管
理
維
持

台
帳
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
編
冊
し
た
も

の
を
い
う
。）に
記
録
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
一
〜
十

略
﹈

﹇
一
〜
十

同
上
﹈

﹇
３

略
﹈

﹇
３

同
上
﹈

４

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火

対
象
物
点
検
資
格
者
（
以
下
「
防
火
対
象
物
点
検

資
格
者
」
と
い
う
。）は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
で
、
防
火
対
象
物
の
点
検
に
関
し

必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
講
習
で
あ
っ
て
、
法
人
で
総
務
大
臣
が
登
録
す

る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
登

録
講
習
機
関
」
と
い
う
。）の
行
う
も
の
の
課
程
を

修
了
し
、
当
該
登
録
講
習
機
関
が
発
行
す
る
防
火

対
象
物
の
点
検
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を

修
得
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
次
項
及
び
次
条

第
二
項
に
お
い
て
「
免
状
」
と
い
う
。）の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
と
す
る
。

４

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火

対
象
物
点
検
資
格
者
（
以
下
「
防
火
対
象
物
点
検

資
格
者
」
と
い
う
。）は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
で
、
防
火
対
象
物
の
点
検
に
関
し

必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
講
習
で
あ
つ
て
、
法
人
で
総
務
大
臣
が
登
録
す

る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
登

録
講
習
機
関
」
と
い
う
。）の
行
う
も
の
の
課
程
を

修
了
し
、
当
該
登
録
講
習
機
関
が
発
行
す
る
防
火

対
象
物
の
点
検
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を

修
得
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
次
項
及
び
次
条

第
二
項
に
お
い
て
「
免
状
」
と
い
う
。）の
交
付
を

受
け
て
い
る
者
と
す
る
。

﹇
一
〜
十
五

略
﹈

﹇
一
〜
十
五

同
上
﹈

５

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
資
格
を
失
う

も
の
と
す
る
。

５

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
資
格
を
失
う

も
の
と
す
る
。

一

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
防
火
対
象
物
点

検
資
格
者
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て

必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に

行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し

た
と
き
。

一

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
な
つ
た
と

き
。

二

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。

二

禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。

﹇
三

略
﹈

﹇
三

同
上
﹈

四

防
火
対
象
物
の
火
災
予
防
上
必
要
な
事
項
等

の
点
検
を
適
正
に
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
と
き
。

四

防
火
対
象
物
の
火
災
予
防
上
必
要
な
事
項
等

の
点
検
を
適
正
に
行
つ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
と
き
。

五

資
格
、
実
務
の
経
験
等
を
偽
っ
た
こ
と
が
判

明
し
た
と
き
。

五

資
格
、
実
務
の
経
験
等
を
偽
つ
た
こ
と
が
判

明
し
た
と
き
。

六

消
防
庁
長
官
が
定
め
る
期
間
ご
と
に
登
録
講

習
機
関
の
講
習
を
修
了
し
、
当
該
登
録
講
習
機

関
が
発
行
す
る
免
状
の
交
付
を
受
け
な
か
っ
た

と
き
。

六

消
防
庁
長
官
が
定
め
る
期
間
ご
と
に
登
録
講

習
機
関
の
講
習
を
修
了
し
、
当
該
登
録
講
習
機

関
が
発
行
す
る
免
状
の
交
付
を
受
け
な
か
つ
た

と
き
。

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
総
務
省
令
第
六
十
三
号

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
、
第
十
七
条
の
三
の
三
及
び
第
三
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日

総
務
大
臣

高
市

早
苗

消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。


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